
 

  

全 員 協 議 会 

 

日 時  平成３０年１２月２１日（金） 

本会議終了後 

場 所  議場 

 

付議事項 

 

１ 会派の視察報告について 

  ・新政会 

  ・新誠風、新風会、みらい２１ 

  ・明政会 

 

２ 広聴特別委員会の報告について 

 

３ その他 



会派 新政会視察報告書 

1. 視察日、視察先、内容   

（1）１１月１４日（水） 兵庫県加西市 

        加西市の開発調整条例について 

（2）１１月１５日（木） 大阪市 大阪科学技術センター 

地方議員のための地方財政制度と予算審議の基本講座

の受講 

2.視察議員 松尾数則 髙松秀樹 中岡英二  

 

3.報告事項 

（1）兵庫県加西市 

【視察の目的】 

加西市の開発調整に関する基準、手続き等良好な地域環境づくりに関する

条例について先進地視察 

【視察先の状況】 

環境と景観のまちづくりを目指して市民、開発事業者、市の相互理解や協

力によって周辺住民とのトラブルを未然に防止し、土地利用の適正な誘導に

よって良好な地域環境を形成する。 

①対象事業の例 

ア 建築物で高さが 15m超以上又は建築面積が１．０００㎡以上の建築行為 

イ 深夜に物品販売業その他の営業を営む店舗面積が１．０００㎡以上の建

築行為 

ゥ 太陽光発電施設等に供する事業区域が１．０００㎡以上、5．０００㎡未

満 

②事前協議 

 開発事業者は市に開発計画事前協議申請書を提出し、地域環境形成のため

の基準、公共公益施設の整備基準等について協議を行う。 

③住民説明 

  開発事業者は計画段階において住民説明を行う。 

  ア 関係住民に事業計画の説明を行う 

  イ 関係住民は意見書を開発事業者に提出することができる 

  ゥ 開発事業者は意見書が提出されたときはそれに対する見解書を関係住

民に送付する。 

④台帳の締結 

  開発計画事前協議申出書・見解書・協定書に基づき台帳を作成し窓口、ホ



ームページで市民に公開する 

⑤勧告・公表 

ア 条例の規定に従わない開発事業者に工事の停止・中止その他の必要な

措置を講じるよう勧告する。 

イ 勧告に従わなかった開発事業者に対し、氏名又は名称・違反の事実等を公

表する。 

【考察】 

研修を行った視察先の開発調整条例は当市で問題化している太陽光発電施設

等の開発事業に対して事前協議、関係住民への説明を要求し、住民は意見書

の提出が可能でありそれに対する見解書を要求できる。また開発計画事前申

込書・見解書・協定書に基づき台帳を作成しそれらのすべてを公表している。

市民、開発業者、市が情報を共有することにより開発事業に関して大きな問

題は生じていないとのことであった。山陽小野田市も環境と景観に関して条

例の必要性を感じた。 

（2）大阪市 大阪科学技術センター 

【視察の目的】 

地方議員のための地方財政制度と予算審議の基本講座の受講 

  【講師】関西学院大学 稲沢克祐教授 

【受講の内容その概要】 

①自治体の環境変化と予算審議について 

②地方自治体の歳入・歳出の概要・地方財政の中期的展望について 

③地方税制度の歳入の在り方について 

④国と地方の事務・財政調整制度の必要性について 

⑤地方交付税制度の概要について 

⑥国庫補助負担金制度と地方交付税について 

⑦自治体の事務と財源保障について 

【考察】地方財政の果たす役割・予算審議の重要性について再確認できた。 

今後予算審議・補正予算審議並びに議会のチェック機能強化に役立

てたい。 
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視察報告書 
平成３０年１１月２２日 

 

１ 視察日、視察先、調査事項 

   平成３０年１１月１３日（火） 埼玉県秩父市 空家対策について 

   平成３０年１１月１４日（水） 東京都多摩市 シティセールスについて 

   平成３０年１１月１５日（木） 東京都町田市 議会改革の取組みについて 

 

２ 参加者  

   新誠風   笹木慶之 杉本保喜 中村博行 

   みらい２１ 長谷川知司 大井淳一朗 藤岡修美 

   新風会   奥良秀 恒松恵子 宮本政志 

 

３ 報告事項 

① 埼玉県秩父市（姉妹都市）空家対策について 

 

【視察の目的】 

   本市の姉妹都市である秩父市が抱える空家問題の現状と空家対策にどのよう

に取り組んでいるのかを学び本市の空家対策に活かす。 

 

【視察先の状況】 

  本市の姉妹都市である秩父市は埼玉県の西部に位置し、面積は 577.83 ㎢で

本市の約 4.3 倍、人口は平成 30 年 10 月 1 日時点 63,008 人で本市とほぼ同じ

くらいの規模である。その秩父市は、《秩父市生涯活躍のまちづくり・日本一し

あわせなまちの実現に向けて》と題し、「秩父版 CCRC」を掲げまちづくりに力

を入れている。この「秩父版 CCRC」とは、Continuing(健康時から介護時まで

継続的に)、Care(世話・介護が提供される)、Retirement(高齢者の)、

Community(共同体)であり、幅広い年代を対象とした都市部などの住民が、自ら

の意志で秩父に移り住み、秩父の住民と交流しながら、健康でアクティブな生

活を送るとともに、医療・福祉等の地域ケアも整ったまちづくりを推進すると

いうものである。この「秩父版 CCRC」を中心に様々な移住施策や空家対策に取

り組み、人口減少問題の解決に市全体が動いている。空家問題に関しては、秩

父市全体の住宅数 35,605 戸、そのうち空家は 2,760 戸で空家率は 7.7％にの

ぼる。本市と同様に年々空家数や空家率が上昇している。このような現状から

秩父市は空家の実態調査(空家の利活用判定・空家の状態・空家の経過年数・空

家になった理由・維持管理の内容・維持管理に困っていること・今後の活用と

活用で困っていることなどを調査)を実施した。さらに、実態調査で把握した

空家所有者の 1,844名に対して、空家の活用意向や市の空家対策に関する意向

等の調査も実施した。これらの調査をもとに秩父市は、「空家の発生抑制、管理
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不全の解消、有効活用」等の対策を進めていくことを決めた。空家の発生抑制

とは、空家等の把握、情報提供、意識啓発である。管理不全の解消とは、空家

等に関するデータベースの整備、管理不全な空家に対する措置、特定空家等に

対する措置、除却の推進である。有効活用とは、空家バンクの制度活用、移住

促進に向けた制度の活用である。このように空家対策に関してさまざまな対応

や対策を講じている。特に秩父市の空家対策で進んでいるのが空家バンクの整

備状況とその活用であると思われる。平成 20 年度に空家バンクの前進となる

「ファインドちちぶ」が立ち上がり、平成 22 年度には、近隣の 1 市 4 町の首

長、宅建協会秩父支部長、ファインドちちぶ幹事長との間で空家バンク連携確

認書の締結が行われている。非常に早い時期から空家バンク設置に取り組んで

いる。一方、空家バンクの活用では、ホームページ運用や PR 業務、年 4 回の

物件見学ツアーなど活用にも力を入れている。その結果、平成 29 年度の空家

バンク利用登録者数 303 件、ホームページアクセス数 72,683 件、物件新規登

録数 66件(うち売買賃貸の成約数 32件)と空家バンクの実績において、充分な

成果を上げている。ただし、空家に関するトラブルで市職員の苦労が多いとの

ことなので対策を講じる必要性も感じた。また、空家対策に関連した移住者向

けの支援制度も充実している。空家バンクに登録された物件を購入して秩父市

に移住した方や空家所有者がリフォームをする場合、工事代金の 1／2 の額で

限度額 50 万円を助成金として支援をしている。さらに驚くのは、空家対策と

直接関係はないが、秩父市に移住し軽自動車を購入した方に車体価格の 1／2

の額、限度額 30 万円の助成金を支給するという制度があるということだ。こ

のように秩父市は、近隣町と協力しながら「秩父版 CCRC」をもとに移住推進事

業や空家対策に取り組みながら、さまざまな成果を挙げていることに注目した

い。 

 

 【考察】 

  秩父市は周囲を山々に囲まれていて、面積の約 87％が森林である。そのうえ、

一番近い高速道路のインターチェンジまで、35 ㎞から 40 ㎞と決して交通アク

セスに恵まれている地域ではない。しかしながら、都心部や周辺地域からの移

住者を増やすために市を挙げて様々な施策に取り組んでいる。本市には高速道

路のインターチェンジが近くに 2か所あり、国道 2号線や 190号線もある。さ

らには、新幹線厚狭駅や小野田駅、埴生駅などの JR 山陽本線の主要駅、JR 小

野田線もあり交通アクセスの要とも言える地域である。決して利便性の良い通

過地点としてはならない。このような有益性を移住・定住対策やシティセール

スにもっと活かしていくべきだと考える。貴重なふるさとの資源を有効活用し

ていくためにも、より一層の空家対策の拡充・推進を図っていくべきだと考察

する。 
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② 東京都多摩市 シティセールスについて 

 

【視察の目的】 

 多摩市のシティセールス戦略を学び、今後の山陽小野田市のシティセールス対

策に活かす。 

 

【視察先の状況】 

 多摩市のシティセールスは、人口減少を食い止めるのが目的である。将来の人

口減少に備え、平成２９年から多摩市シティセールス戦略を設置し、シティセー

ルス政策監を配置することにより縦割り行政を横断的に管理している。現状把握

と課題抽出により、３つの課題を発見しターゲットを選定、戦略的な広報活動を

行うことにより推進目標の「多摩市らしいまちのイメージ」を創り、それを浸透

させ、市民・市外の人から「選ばれるまち」に繋げている。庁内ヒアリングで事

業を洗い出し市民ワークショップを行うことで、市民の年代別の興味のある行政

政策（事業）に差異を発見し、市民が関心を持つ多摩市独自の魅力・強みであり、

かつ競合他市と差別化できる３Ｃ視点  （Ｃｉｖｉｃ市民、Ｃｏｍｐｅｔｉｔ

ｏｒ競合、Ｃｉｔｙ多摩市）で情報を整理し、シティセールスを展開している。

多摩市の広報活動の特徴として、マスメディアを活用したキャンペーンを行い、

成果をすべて数値化している。 

 

【考察】 

 多摩市は、「多摩ニュータウン」というオールドタウンのネガティブイメージ

を払しょくして若々しいイメージを獲得するために、さまざまな取組をおこなっ

ている。市職員に向けシティセールス啓発活動を全職員に推進し、地元大学生を

地域新聞作成に起用したりする取り組みについては、本市も参考になる。 

 新規のものをつくる（化粧をする）のもほどほどにして、行き当たりばったり

にならない様に、既にあるものを丁寧に詳細に伝えていくことが重要という言葉

に感心が高まった。 

 これからもシティセールスについては、その都度明確な方向性を提言できるよ

う研鑽に努める。 
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③ 東京都町田市 議会改革の取組みについて 

 

【視察の目的】 

   2017 年度議会改革度ランキング 10 位の町田市における議会改革の取組みを学

び本市の今後に生かす。 

 

【視察先の状況】 

   平成 10 年から議会改革に取り組み、その詳細な改革は傍聴規則傍聴人受付簿

の廃止に始まり平成 30年の高校生と議員との意見交換会の開催まで 20年間で項

目にして 59 に及ぶ。ＩＣＴ化においてはホームページにおける中継や情報開示

の他に電子表決、議員のタブレットの議会導入とパソコンの本会議導入、またＨ

Ｐ中継画面に議案などのＰＤＦファイル表示を行っている。広報広聴活動として

は市議会の開催をポスターでバスに掲示し、傍聴を進めるパンフレットを製作し

ている。議会広報紙の配布方法は新聞折込が主で、他スーパーなど市内各所に設

置している。また多摩地域の無料電子書籍とマチイロ(アプリ)に掲載しスマホで

読めるようになっている。紙面を充実させるために一般質問欄から録画映像にＱ

Ｒコードでアクセスできるようにした。議員は一般質問の問いを記し、誤解が生

じないよう回答は市が記入する。速報性の観点から議会はツイッターも利用して

いる。 

   議会報告会は実施せず各常任委員会が定期的に関係団体との懇談会を行うこ

とで市民の要望を聞いている。 

   議長・副議長については、４年の任期を２年で辞任することの申し合わせによ

り、実質的に２年ごとの改選としている。 

 

 【考察】 

   今後のＩＣＴ化について紙の使用量が激減するといった利便性の反面、率直な

欠点も学んだ。他に高校生議会について本市は実施していないため今後の参考に

なると感じた。町田市の議会改革は事務局とともに取り組んだ結果であり、本市

もより充実した議会となるよう議員として資質向上に努める。 







１４時～ １９時～ １４時～ １９時～ １４時～ １９時～

中央図書館 出合公民館 赤崎公民館 高泊公民館 津布田会館 有帆公民館

Ａ班 Ａ班 Ａ班 Ｂ班 Ｂ班 Ｂ班

中村博行 中村博行 中村博行 吉永美子 吉永美子 吉永美子

総務文教 河野朋子 長谷川知司 笹木慶之 森山喜久 伊場　勇 宮本政志

民生福祉 恒松恵子 松尾数則 杉本保喜 大井淳一朗 山田伸幸 吉永美子

産業建設 水津　治 中村博行 中岡英二 藤岡修美 岡山　明 河﨑平男

中岡英二 水津　治 藤岡修美 吉永美子 大井淳一朗 伊場　勇

杉本保喜 恒松恵子 河野朋子 伊場　勇 河﨑平男 大井淳一朗

長谷川知司 中岡英二 恒松恵子 山田伸幸 宮本政志 髙松秀樹

中村博行 河野朋子 笹木慶之 岡山　明 髙松秀樹 森山喜久

藤岡修美 中村博行 長谷川知司 宮本政志 吉永美子 奥　良秀

笹木慶之 河﨑平男 水津　治 奥　良秀 奥　良秀 岡山　明

松尾数則 笹木慶之 中村博行 髙松秀樹 森山喜久 山田伸幸

杉本保喜 松尾数則

記　　　　録

器　　　　材

班　　　　員

班　　　　員

アンケート集計

班　　　　員

１月３１日（木）

報
　
告
　
者

議 会 報 告 会 班 編 成 （平成３０年１２月議会）

実   施   日

時　　　　間

会　　　　場

担   当   班

司　     　会

受　　　　付

班 代 表 者

１月２９日（火） １月３０日（水）



開催日時

お茶を飲みながら
市の課題を語りましょう！

　　　主な報告テーマ

　　・小中学校エアコン設置

　　・市営斎場

　　・オートレース事業

開催場所

高泊公民館

担当議員

　河野、笹木、水津、杉本、恒松
　中岡、中村、長谷川、藤岡、松尾

　河﨑、河野、笹木、水津、杉本
　恒松、中岡、中村、長谷川、松尾

　河野、笹木、水津、杉本、恒松
　中岡、中村、長谷川、藤岡、松尾

　伊場、大井、岡山、奥、髙松
　藤岡、宮本、森山、山田、吉永

　伊場、大井、岡山、奥、河﨑
　髙松、宮本、森山、山田、吉永

1月29日（火）

1月30日（水）

1月31日（木）

14：00～

19：00～

14：00～

19：00～

14：00～ 津布田会館

有帆公民館

　伊場、大井、岡山、奥、河﨑
　髙松、宮本、森山、山田、吉永

19：00～

中央図書館

出合公民館

赤崎公民館

主催：山陽小野田市議会

【問合せ先】議会事務局☏８２-１１８２


